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１．体験活動とは？
体験活動とは、文字どおり、自分の身体を通して実地に経験する活動のことであり、子どもたちがいわば身体
全体で対象に働きかけ、かかわっていく活動のことである。この中には、対象となる実物に実際に関わっていく
「直接体験」のほか、インターネットやテレビ等を介して感覚的に学びとる「間接体験」、シミュレーションや模型
等を通じて模擬的に学ぶ「擬似体験」があると考えられる。しかし、「間接体験」や「擬似体験」の機会が圧倒的
に多くなった今、子どもたちの成長にとって負の影響を及ぼしていることが懸念されている。今後の教育におい
て重視されなければならないのは、ヒト・モノや実社会に実際に触れ、かかわり合う「直接体験」である。

1．体験活動の教育的意義：文部科学省

体験活動事例集－体験のススメ－［平成17、18年度 豊かな体験活動推進事業より］
体験活動は、豊かな人間性、自ら学び、自ら考える力などの生きる力の基盤、子どもの成長の糧としての役割
が期待されている。（中略） 具体的には、次のような点において効果があると考えられる。

• 現実の世界や生活などへの興味・関心、意欲の向上
• 問題発見や問題解決能力の育成
• 思考や理解の基盤づくり
• 教科等の「知」の総合化と実践化
• 自己との出会いと成就感や自尊感情の獲得
• 社会性や共に生きる力の育成
• 豊かな人間性や価値観の形成
• 基礎的な体力や心身の健康の保持増進

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/04121502/055/003.htm


２．今後の青少年の体験活動の推進について（答申）平成２５年１月２１日 中央教育審議会

今後の青少年の体験活動の推進について（答申） 本文

（１）体験活動の定義について

○ 体験活動は、意図的かどうかを問わず、直接自然や人・社会等とかかわ る活動を行うことにより、五感を通じて何
かを感じ、学ぶ取組を広く包含 している。体験活動の定義については、平成１９年の中央教育審議会答申 *4 に
おいて、主として「体験を通じて何らかの学習が行われることを目的と して、体験する者に対して意図的・計画的に提
供される体験」とされてお り、特に社会教育や学校教育の場で提供される場合は、教育的な目的・効 果を考慮して
体験活動を進めている。本報告においては、主として上記答 申の定義の体験活動を念頭において提言している。

「体験活動」は、その内容に応じて、大きく三つの体験に分類される。

一つ目は生活・文化体験活動であり、例えば放課後に行われる遊びやお手伝い、野遊び、スポーツ、部活動、地域や
学校における年中行事である。

二つ目は、自然体験活動であり、例えば登山やキャンプ、ハイキング等と いった野外活動、又は星空観察や動植物観
察といった自然・環境に係る学 習活動である。

三つ目は、社会体験活動であり、例えばボランティア活動 や職場体験活動、インターンシップである。

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2013/04/03/1330231_01.pdf


２．体験活動の「効果」
１．令和2年度 青少年の体験活動の推進に関する調査研究

文部科学省委託調査R３年３月

・自然体験が多い・少ないは、自尊感情や外向性に良い影響がある。

・異年齢の子どもや家族以外の大人等多様な相手と遊ぶ機会が多いと、自尊感情や外向性等に良い影響がある。

https://www.mext.go.jp/content/20210908-mxt_chisui01-100003338_2.pdf


・お手伝いを多くすることで、自尊感情や外向性を始め、精神的回復力、向学校的な意識等に良い影響がある。

・収入の水準が相対的に低くても、自然体験の機会に恵まれていると自尊感情等に良い影響がある。



２．平成30年子供の頃の体験が育む力とその成果に関する研究

目的：本研究は、我が国の青少年の自己肯定感が諸外国に比べ低いと
指摘されていることを踏まえ、体験活動と自己肯定感、今の青少年に求め
られるへこたれない力、意欲、コミュニケーション力との関係を検討し、これを
高める体験活動の在り方を提案することを目的とした。

研究方法：調査対象 全国の２０代～６０代の男女 ５，０００人

調査期間： 平成２８年１０月４日（火）～１０月６日（木） ３日間

調査方法： ウェブアンケート調査



保護者の世代も自然体験が減っている
「青少年の体験活動等と自立に関する実態調査」（国立青少年教育振興機構）より

問 あなたは、これまでに次のようなことをどれくらいしたことがありますか。 （％）

体験

「何度もある」と回答した人の割合※ 差

H21 H24 H26 H28
H28-H21

n=16718 n=15861 n=15854 n=15769

(a) チョウやトンボ、バッタなどの昆虫をつかまえたこと 61.7 59.6 56.2 56.4 -5.3 

(b) 海や川で貝を取ったり、魚を釣ったりしたこと 48.6 47.6 45.7 46.1 -2.5 

(c) 大きな木に登ったこと 32.5 32.3 31.3 31.2 -1.3 

(d) ロープウェイやリフトを使わずに高い山に登ったこと 22.1 22.6 20.9 21.6 -0.5 

(e) 太陽が昇るところや沈むところを見たこと 43.4 40.1 39.4 40.0 -3.4 

(f) 夜空いっぱいに輝く星をゆっくり見たこと 52.0 49.1 47.5 47.9 -4.1 

(g) 野鳥を見たり、鳴く声を聞いたこと 36.9 36.4 35.4 38.7 1.8 

(h) 海や川で泳いだこと 63.7 63.8 61.2 61.6 -2.1 

(i) キャンプをしたこと 32.9 32.8 31.9 32.5 -0.4 

出典：「青少年の体験活動等と自立に関する実態調査」 (平成21年度調査)
※上記の数値は重

みつき集計値

「青少年の体験活動等に関する実態調査」 (平成24年度調査)

「青少年の体験活動等に関する実態調査」 (平成26年度調査)

「青少年の体験活動等に関する意識調査」 (平成28年度調査)



「家族行事」（家庭）、「友だちとの外遊び」（地域）、「委員会活動・部活
動」（学校）を多くしていた人ほど、社会を生き抜く資質・能力が高い。

結果①

質

就学前の「基本的生活習慣」「家族行事」、小学校低学年以降の
「お手伝い」「家族行事」は、意欲、コミュニケーション力、自己
肯定感と相関がみられた。

家 庭

家庭での体験と社会を生き抜く資質・能力の相関分析の結果



３．発達と体験
発達にも体験にも「定年」はない。

ヒトは生命が芽生えた時から「体験」を積み重ねていく存在

脳の3階建て構造

大脳

視交叉上核
脳幹

• 体内時計が
ある、生体
リズムの発
信基地



幼児期
幼児期は、遊びを中心として、頭も心も体も動かして、主体的に、様々な
対象と直接かかわりながら、総合的に学んでいく。 遊びを通して思考を巡ら
し、想像力を発揮し、自分の体を使って、また、友達と共有したり、協力した
りして、様々なことを学ぶ

〇生活習慣を形成する

食・睡眠・排泄・衣服の着脱・清潔の習慣形成 脳のベースを育む「早寝早起き朝ごはん」

〇幼稚園教育要領（平成29年告示・３０年実施）

総則 １．幼稚園教育のねらい

幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発揮することにより発達に必要な体験を得ていくものであることを考慮して，
幼児の主体的な活動を促し，幼 児期にふさわしい生活が展開されるようにすること



1.幼児期の読み聞かせが就学後のひとり読みに影響する
ベネッセ教育総合研究所「幼児期の家庭教育調査（2018）」 より
https://berd.benesse.jp/

• 調査対象： 子どもが年少児から小学４年生までの縦断調査に７年間参加し た母親 
402 人 

• 調査テーマ：幼児期から小学生の子どもの生活、学びの様子と保護者のかか わりや意
識

•  調査時期：2012 年１月～ 2018 年３月（全 7 回）  

• 調査地域：全国  調査方法：郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収）  

• 調査内容：学びに向かう力・生活習慣・学習準備等の実態／母親の養育態 度・母親の
関わりなど

• 調査結果：

• 幼児期の読み聞かせの頻度が高いほど、児童期のひとり読みの頻度が高まる。そして、
児童期の中でも小学4年生以降のひとり読みの頻度の高さは、 言葉のスキルや論理性の
獲得に影響を 与えている。 

• 幼児期の読み聞かせで、内容について質問したり、子どもの質問に答えた りするとい
う双方向のやり取りに時間 をかけているほど、児童期にも本について保護者と話し合っ
たり、感想を述べ合ったりするという読書体験を共有する時間が長くなる。そして、児
童期の読書体験の共有時間の長さは、論理性の獲得に影響を与えている



図3 家庭での読み聞かせの時間 図4 家庭での読み聞かせ頻度



体験が子ども達の表現を変える
「国立若狭青少年自然の家平成30年度報告書」より

事業評価の方法 ① 万歩計を活用した・・・・
 ② 参与観察にて、子供や保護者の発言か

ら・・・・

実施前 実施後



学童期
〇生活習慣を整える

〇あなたは家庭の中の大切な存在（お手伝い、家族行事・・・）

〇仲間とともに感動体験（教科と結びつけた活動・・・）

「体験活動の意義と指導について」

国立青少年教育振興機構 平成31年3月



カリキュラムマネージメント



• 不利な環境を克服している児童生徒の特徴 

•  家庭の社会経済的背景(SES)が低いにも関わらず，高い学力水準（総正答率が上 位
25％（学力A層））に位置する子供（不利な環境を克服している児童生徒）の特 徴
を分析* 。 

• 不利な環境を克服している児童生徒の保護者は，同じSESで学力B層-D層である 場
合に比較して、

• 規則的な生活習慣を整え，文字に親しむように促す姿勢，知的な好奇心を高めるよ
うな働きかけを行っている点が特徴である。また，行事やＰＴＡ活動に参加するな
ど，学校教育に対する親和的な姿勢が見られる。 

• 不利な環境を克服している児童生徒は，ものごとを最後までやり遂げる姿勢や、異 
なる考えをもつ他者とコミュニケーションする能力等の「非認知スキル」が高い傾
向がある。

•  不利な環境を克服している児童生徒は，授業の復習を重視する傾向が強く，学校
で習う内容の着実な定着を図る取組が，高い学力水準の支えになっていると考え ら
れる。 

• 不利な環境を克服している児童生徒は，塾などに過度に頼らなくとも一定の学習時
間を確保しており，そのことが学力獲得に結びついていると考えられる。

平成29年度学力・学習状況調査
～保護者への調査結果から～



思春期・青年期
〇我々は、令和元年度から始まった「総合的な探究の時間」の考え方を活かし、探究のスパイラルを用いた学習カリ
キュラムを創りました。このカリキュラムを用いた「探究」の学びと地域課題を解決するための「実践活動」が全国高校生
体験活動顕彰制度「地域探究プログラム」です。
「地域探究プログラム」は、高校生の体験活動を通じた成長を目指し、改訂された学習指導要領のキーワードである
「探究」の手法を用いて学習を深める制度です。取組みを段階的に分けており、ステップⅠ「地域探究トライアル」とス
テップⅡ「地域探究アワード」から構成しています。
「地域探究トライアル」では「探究」の学びと実践を、そして「地域探究アワード」では意欲の高い高校生向けに実践活
動の顕彰を行います。

全国高校生体験活動顕彰制度「地域探究プログラム」について | 地域探究プログラム（ちいぷろ！）

https://tankyu.niye.go.jp/program/


図7－1－6 困窮度別に見た、子どもへの経済的な理由による経験 P219 山野則子 編著「子ども
の貧困調査」明石書店2019

4．体験活動をめぐる課題１貧困と体験格差の影響

図7－1－6 困窮度別に見た、子どもへの経済的な理由による経験 P219

山野則子 編著「子どもの貧困調査」明石書店2019



4．体験活動をめぐる課題 ２．ネットの影響



課題 裸眼視力の低下が進んでいる！

図1 裸眼視力1.0未満の子どもの割合。
近視の割合は年々増加しており、低年齢化も進む。

（学校保健統計調査、文部科学省）

図2「裸眼視力1.0未満の者」の割合

令和4年度学校保健統計（確定値）公表（プレス資
料） (mext.go.jp)

https://www.mext.go.jp/content/20231115-mxt_chousa01-000031879_1a.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231115-mxt_chousa01-000031879_1a.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231115-mxt_chousa01-000031879_1a.pdf


• 両親が近視であっても、1日2時間超外遊びをする
子どもはほとんど外遊びをしない子どもに比べて、近
視の発症率が3分の1以下に減った。

6～14歳の近視ではない子ども514人を1989
年～2001年の12年間追跡調査し、親の近視
の数別の屋外活動時間と近視発症率を分析し
た米国の研究。屋外活動時間が週14時間
（1日2時間）を超える子は、両親とも近視で
も近視になりにくい。

Invest Opthalmol Vis Sch. 2007
Aug:4(8):3524,32)

図３ 近視と屋外活動

近視予防に何がよいか？外遊び！！



5者連携の重要性
〇子どもは主体的に学ぶ・活きる・生きる存在であり、家庭、学校、地域、行政は4輪駆動

〇ティーチングとコーチング

「体験活動（自然体験・社会体験・文化的体験）」「遊び」「読書」「お手伝い」は、この両
者を組み合わせることでより深まる。

多様な体験の幅と質の高い体験、それを支える人間関係が重要！

合言葉は 「場」と「きっかけ」と「出番」！

体験は「生きる力」の交差点



ご清聴
ありがとうございました。

岩手山青少年交流の家にぜひお出かけください！！
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